
　当科は、体に優しい「腹腔鏡・子宮鏡手術」と、命を育む「分

娩管理」の2つを柱としています。正常分娩はもちろん、リスク

のあるお産にも小児科

医や助産師と強固に連

携し、24時間いつでも

安心安全な環境を整え

ています。大切な新しい

命の誕生から女性の生

涯の健康まで、私たちに

安心してお任せください。

“ほやほや”と納得できる情報、できたて“ほやほや”の情報をみなさまに提供していく季刊発行の情報誌です。
院内の広報委員で毎回その季節に合った特集を組み、お役に立てる情報を掲載すべく病院各部門のスタッフ
それぞれから原稿を集め誌面を制作しています。

簡単にアレンジできる果物アイスクリーム簡単にアレンジできる果物アイスクリーム
調理師
おすすめ

〒918-8501 
福井県福井市月見2丁目4番1号
TEL.0776-36-3630㈹　
FAX.0776-36-4133

福井赤十字病院

人道・博愛の精神のもと、県民が求める優れた医療を行います。

■患者さんの権利と意思を尊重し、協働して医療を行います。
■安全と質を向上させ、優しい医療を行います。
■人間性豊かで専門性を兼ね備えた医療人を育成します。
■急性期医療・疾病予防・災害時医療に積極的に取り組みます。
■保健・医療・福祉と連携し、地域社会に貢献します。

理念

基本方針

体に優しい手術と、安心なチーム分娩

今月の表紙
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　冷凍果物は、季節を問わず旬のおいしさを楽しむことができます。ま

た、皮むきやカットの必要がなく、長期保存ができる便利な食材です。ブ

ルーベリー、マンゴー、いちごなど種類は豊富にありますが、今回はブ

ルーベリーのアイスクリームを紹介します。アイスクリームは乳脂肪分が

高く、空気を多く含むため、濃厚でなめらかな口当たりになります。果物

を変えて味の変化を楽しんだり、砂糖・はちみつの使用量を減らすこと

でヘルシーに食べていただくこともできます。

※はちみつを使用していますので、1歳未満のお子さんには与えないで

ください。

広報に関する
ご意見、ご感想を
お待ちしています。

ホームページ 読者アンケート

お腹に傷が残らない新しい手術
「vNOTES（ブイノーツ）」をご存知ですか？
お腹に傷が残らない新しい手術
「vNOTES（ブイノーツ）」をご存知ですか？
教えてドクター【総合診療科】
新規導入 医療機器の紹介
マイナンバーカードでよりスムーズな受付を
院内でのマスク着用について
入院時は「持参薬カウンター」をご利用ください

教えてドクター【総合診療科】
新規導入 医療機器の紹介
マイナンバーカードでよりスムーズな受付を
院内でのマスク着用について
入院時は「持参薬カウンター」をご利用ください

がん相談支援センター利用満足度調査
災害に備えるシリーズ【災害時の心理と行動】
「生活習慣病」、あなたは大丈夫？
調理師おすすめレシピ

がん相談支援センター利用満足度調査
災害に備えるシリーズ【災害時の心理と行動】
「生活習慣病」、あなたは大丈夫？
調理師おすすめレシピ

ご自由に
おとりください。

●日時：令和８年９月６日（日）13：30～16：00　●場所：福井赤十字病院　栄養管理棟3階 講堂（福井市月見２丁目4-1）
●共催：福井赤十字病院・福井新聞社
●講座内容／第1部「最近の腎臓がん治療の進歩について」　演者：がん診療センター長・腎センター長　角野 佳史
 「身近で安心！がん相談支援センターの上手な使い方」　演者：看護師・認定がん専門相談員　吉川 朋子
　　　　　 第2部「腎臓が悪いと言われて受診されたとき、腎臓内科医が考えていること」　演者：腎臓・泌尿器科部長　鈴木 康倫　
 「慢性腎臓病のSDGs（持続可能な腎臓食事療法）」　演者：管理栄養士・栄養課係長　小川 初実

※詳細は院内掲示板および当院HPにてご覧ください。

❶フードプロセッサーに凍ったままのブルーベリーを入れ、粗切りにする。

❹❸を型に入れ、冷凍庫で3時間冷やし固める。

作り方

材料（2人分）

冷凍ブルーベリー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・130ｇ
砂糖・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・30ｇ
レモン汁・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2 

はちみつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1/2 
生クリーム　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50㏄

❸❷のフードプロセッサーを連続運転しながら生クリームを少しずつ入れ、
　ピューレ状にする。

❷❶に砂糖、レモン汁、はちみつを加え、10秒ほど連続運転で混ぜる。

炭水化物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28.3g
食物繊維・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2.1g
食塩相当量・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・0.1g

栄養量（1人分）

エネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・204kcal
たんぱく質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1.3g
脂質・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10.2g

担当：調理師 三原尚之

お申込みは
こちら

市民公開講座のご案内
「腎臓を守ることは、人生を守ること ～腎臓がん＋慢性腎不全の最新知識～」

アンケートに
回答して

いただいた方に
広報グッズを
プレゼント！



産婦人科部長

田嶋 公久

お
腹
に
傷
が
残
ら
な
い
新
し
い
手
術

「
v
N
O
T
E
S（
ブ
イ
ノ
ー
ツ
）」を
ご
存
知
で
す
か
？

v
N
O
T
E
S
っ
て

ど
ん
な
手
術
？

子宮腺筋症

子宮筋腫

卵巣腫瘍

図2 女性生殖器の
イメージ図（正面）

医療
　

当
院
産
婦
人
科
で
は
、
患
者
さ
ん
の
体
へ

の
負
担
を
少
な
く
す
る
「
低
侵
襲
手
術
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
近
年
、

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
手
術
は
「
病

気
を
治
す
」
だ
け
で
な
く
、
痛
み
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
、
回
復
を
早
め
る
こ
と

も
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
病
気

や
体
の
状
態
に
応
じ
て
、
で
き
る
だ
け
負

担
の
少
な
い
手
術
方
法
を
選
択
で
き
る
よ

う
務
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
１
年
前
か
ら

当
院
で
本
格
的
に
導
入
し
、
こ
れ
ま
で
に

約
50
件
の
実
績
を
重
ね
て
い
る
先
進
的
な

手
術
法
「
v
N
O
T
E
S
（
経
腟
的
腹
腔

鏡
手
術
）」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

従
来
の
「
腹
腔
鏡
手
術
」
は
、
お
腹
に
３
〜

４
か
所
の
小
さ
な
穴
を
開
け
、
カ
メ
ラ
や
手
術

用
の
器
具
を
挿
入
し
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
見
な

が
ら
行
う
手
術
で
す
。
お
腹
を
切
る
開
腹
手

術
に
比
べ
る
と
、
体
へ
の
負
担
は
少
な
い
も
の

患者さんにとっての3大メリット
1.お腹に傷が残らない（美容面のメリット）
　  お腹の皮膚を切らないため、傷跡が残る心配がありません。

2.手術後の痛みが少ない
　  お腹の筋肉や皮膚を傷つけないため、
　  従来の腹腔鏡手術と比べても痛みが少ないのが特徴です。

3.回復が早く、早期の退院・社会復帰が可能
　  お腹に傷ができないため回復が早く、お仕事や家事への復帰がスムーズです。

ど
ん
な
病
気
が

対
象
に
な
る
の
？

　

当
院
で
は
、
主
に
次
の
３
つ
の
良
性
疾
患
に

対
し
て
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
病
気
の
程
度

を
総
合
的
に
判
断
し
た
上
で
v
N
O
T
E
S

に
よ
る
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
医
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
お
腹
の
手
術
」
と
聞
く
と
、
不
安
や
怖
さ

を
感
じ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

v
N
O
T
E
S
は
、
お
腹
に
傷
を
つ
く
ら
ず
、

体
へ
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
新
し
い
手
術
方
法

で
す
。
一
方
で
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
適
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
病
気
の
種
類
や
進
行

の
程
度
、
こ
れ
ま
で
の
手
術
歴
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、
適
応
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
病
気

や
体
の
状
態
を
十
分
に
評
価
し
た
う
え
で
、

安
全
で
適
し
た
手
術
方
法
を
ご
提
案
し
て
い

ま
す
。「
で
き
る
だ
け
傷
を
残
し
た
く
な
い
」「
早

く
日
常
生
活
に
戻
り
た
い
」
と
お
考
え
の
方

は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
医
療
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

当
院
は
地
域
医
療
連
携
を
推
進
し
て
い

る
た
め
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
際
は
、

原
則
と
し
て
他
の
医
療
機
関
か
ら
の

「
紹
介
状
」
が
必
要
で
す
。
紹
介
状
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
診
療
費
と
は

別
に
選
定
療
養
費
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

図1 vNOTESの
手術イメージ図（側面）

の
、
お
腹
の
表
面
に
は
小
さ
な
傷
跡
が
残
り

ま
す
。

　

一
方
、
新
し
く
登
場
し
た
v
N
O
T
E
S
は
、

お
腹
の
皮
膚
を
切
る
こ
と
な
く
、「
腟
」
と
い

う
体
に
も
と
も
と
備
わ
っ
て
い
る
通
り
道
か
ら

カ
メ
ラ
や
手
術
用
の
器
具
を
挿
入
し
て
行
う

手
術
で
す
。
お
腹
の
内
側
か
ら
手
術
を
行
う

た
め
、
お
腹
に
傷
跡
が
残
ら
な
い
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
お
腹
に
傷
が
で
き
な
い
た
め
、
手
術
後

の
痛
み
が
少
な
く
、
回
復
が
早
い
こ
と
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
体
へ
の
負
担
を
抑
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
早
期
の
日
常
生
活
へ
の
復
帰
や
社
会

復
帰
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

子宮脱

図3 子宮脱の
イメージ図（側面）

知
っ
て
お
き
た
い

注
意
点

　

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
v
N
O
T
E
S

で
す
が
、
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
に
適
し
た
手

術
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

過
去
の
手
術
な
ど
が
原
因
で
お
腹
の
中
に

強
い
癒
着
（
組
織
ど
う
し
が
く
っ
つ
い
て
い
る

状
態
）
が
あ
る
場
合
や
、
腫
瘍
が
非
常
に
大

き
い
場
合
、
ま
た
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
の
疑

い
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、
安
全
を
最
優
先
に

考
え
、
従
来
の
お
腹
か
ら
行
う
腹
腔
鏡
手
術

や
開
腹
手
術
を
選
択
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

  

① 

子
宮
筋
腫
や
子
宮
腺
筋
症

    

（
子
宮
全
摘
術
）

　

子
宮
に
良
性
の
腫
瘍
が
で
き
る
「
子
宮
筋

腫
」
や
、
子
宮
の
壁
が
厚
く
な
る
「
子
宮
腺

筋
症
」
は
、
月
経
痛
や
月
経
量
の
増
加
、
貧

血
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

症
状
が
強
く
、
薬
に
よ
る
治
療
で
十
分
な
改

善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
子
宮
全
体
を

摘
出
す
る
手
術
を
v
N
O
T
E
S
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
図
2
）

  

② 

卵
巣
腫
瘍
（
腫
瘍
核
出
術
・

       

付
属
器
切
除
術
）

　

卵
巣
に
で
き
る
良
性
の
腫
瘍
で
液
体
や
脂

肪
が
た
ま
っ
て
腫
れ
る
病
気
で
す
。腫
瘍
が
小

さ
い
場
合
は
、無
症
状
の
こ
と
が
多
く
、検
診
な

ど
受
診
し
た
際
に
偶
然
発
覚
さ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。v
N
O
T
E
S
で
は
、腫

瘍
の
部
分
だ
け
を
く
り
抜
い
た
り
、腫
瘍
を
含

む
卵
巣
や
卵
管
を
摘
出
す
る
手
術
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
図
2
）

  

③ 

子
宮
脱
・
骨
盤
臓
器
脱

    

（
腟
断
端
挙
上
術
）

　

加
齢
や
出
産
な
ど
に
よ
り
、
子
宮
を
支
え
る

組
織
や
腟
が
緩
ん
で
子
宮
や
周
囲
の
臓
器
が
下

が
っ
て
く
る
病
気
で
す
。
v
N
O
T
E
S
で
は
、

下
垂
し
た
子
宮
を
摘
出
し
た
後
、
腟
を
内
側
か

ら
支
え
て
固
定
す
る
こ
と
で
、
臓
器
が
下
が
り

に
く
い
状
態
に
し
ま
す
。（
図
3
）
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総合診療科とはどのような診療科ですか？Q.

　臓器別の専門診療は日々進歩し、それぞれの分野では

高度な知識や技術を求められます。そのため、医療はま

すます専門領域ごとに細分化されていく傾向にあります。

　一方で、高齢になり複数の疾患（問題）をかかえること

になると、それぞれの病気に応じて複数の診療科を受診

し、異なる専門医の診療を受けることがあります。各疾患

に対して手厚い医療が受けられるメリットはありますが、

受診することの負担が増えたり、内服薬が増えてしまった

り、といったデメリットもあります。また、加齢や病気の進行

などにより、高度で負担のかかる検査や治療を受けるこ

とが難しく、通院自体が負担となる場合があります。その

ようなときに、患者さんの状態を総合的に把握し、一人ひ

とりに応じた医療を提供する役割を担うのが総合診療

科です。

　図では、各専門診療科を「縦串」とすると、総合診療科は

それらを横断して患者さんを支える「横串」の役割を担う

診療科として示しています。また、予防接種で疾病の予防

を図ることや、患者さんが住み慣れた地域で自分らしく

過ごせるように生活をマネジメントするのも、総合診療

科の役割の一つです。

A .

例えばどのような診療を行っていますか？Q.

①専門科を特定できない訴え(例えば発熱、体重減少、

　全身のむくみなど)の患者さんの診療

②かかりつけ医からご紹介いただいた、診断がつかな

　い患者さんの診療

③救急外来を受診した患者さんが入院を必要とした場

　合で、特定の臓器別専門科が扱わない疾患に対する

　継続的な入院診療

④ワクチン接種

　外来では、必要な検査や治療を行い、専門的な診療

が必要と判断した場合は、速やかに各専門診療科へご

紹介します。また、患者さんの状態に応じて、入院で治

療を継続します。入院中も必要に応じて専門診療科と

連携しながら診療を進めます。介護や退院後の生活環

境の調整が必要な場合には、医療ソーシャルワーカー

と協働して、患者さんとそのご家族が安心して療養で

きるよう支援しています。ワクチン接種では、海外渡航

時に必要なワクチンや外傷後の破傷風ワクチンなど、

成人を対象とした各種ワクチンに対応しています。

　当院の総合診療科では、臓器別の専門診療科と十分

なコミュニケーションをとりながら、単なる「振り分け」

外来にならないように診療の幅を広げていくととも

に、臨床研修医や総合診療を志す医師の教育・育成の

充実にも力を注いでいます。

A .

総合診療科は、幅広い症状や健康上の悩みに
対応する診療科です。患者さんの状態を総合的
に診て、適切な診断や治療につなげます。

教えてドクター

Q&A
《 総合診療科 》

総合診療科部長

道上 学

総合診療科について

■
ス
テ
ロ
イ
ド
溶
出
型
生
体
吸
収
性
副
鼻
腔
ス
テ
ン
ト

介
紹
の
器
機
療
医
入
導
規
新

　

ス
テ
ロ
イ
ド
溶
出
型
生
体
吸
収
性
副
鼻

腔
ス
テ
ン
ト
は
、
副
鼻
腔
炎
手
術
後
に
副

鼻
腔
内
へ
留
置
し
ま
す
。薬
剤
を
持
続
的
に

放
出
す
る
こ
と
で
炎
症
を
抑
え
、
手
術
の

効
果
を
維
持
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

内
視
鏡
下
副
鼻
腔
手
術
は
、慢
性
副
鼻
腔

炎
な
ど
の
患
者
さ
ん
に
対
し
て
実
施
し
て
お

り
、耳
鼻
咽
喉
科
で
最
も
行
わ
れ
て
い
る
内

視
鏡
手
術
で
す
。術
式
は
Ⅰ
―
Ⅴ
型
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、副
鼻
腔
手
術
の
際
に
、副
鼻
腔
内

へ
留
置
す
る「
ス
テ
ロ
イ
ド
溶
出
型
生
体
吸
収

性
副
鼻
腔
ス
テ
ン
ト
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

令
和
8
年
４
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
再
来
受
付
を
開
始
し

ま
し
た
。当
院
で
は
、患
者
さ
ん
に
よ
り
安

全
で
円
滑
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
を
推
進
し
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
再
来
受
付
は
診
察
券
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
再
来
受
付
と
医

療
保
険
資
格
の
確
認
を
同
時
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
と
、

正
確
な
本
人
確
認
や
医
療
保
険
資
格
の
確

認
が
可
能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、患
者
さ
ん

の
同
意
に
基
づ
き
、過
去
の
診
療
情
報
や
お

薬
の
情
報
な
ど
を
確
認
で
き
る
た
め
、よ
り

適
切
で
安
心
な
医
療
の
提
供
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
再
来
受
付
と
保
険
資
格
確
認

を
ま
と
め
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、患
者
さ
ん
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ご
来
院
の
際
は
、
ぜ
ひ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、手
術
後
に
ス
テ
ン
ト
を
用
い
る
こ
と

で
、
再
治
療
が
必
要
と
な
る
可
能
性
を
低

減
で
き
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。留

置
に
よ
る
異
物
感
を
感
じ
る
こ
と
は
ま
れ

で
、ス
テ
ン
ト
は
体
内
に
害
の
な
い
成
分
で

で
き
て
お
り
、留
置
さ
れ
て
か
ら
約
１
か
月

で
自
然
に
吸
収
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、治

療
後
に
取
り
出
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

耳鼻咽喉科部長

大澤 陽子

ス
テ
ン
ト
の
特
徴

　

ス
テ
ロ
イ
ド
溶
出
型
生
体
吸
収
性
副
鼻
腔

ス
テ
ン
ト
は
公
的
医
療
保
険
の
適
用
対
象
で

あ
り
、高
額
療
養
費
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
制
度
で
は
、患
者
さ
ん
の
所
得

や
医
療
費
に
応
じ
て
自
己
負
担
の
上
限
が
決

め
ら
れ
て
お
り
、上
限
を
超
え
て
支
払
っ
た
医

療
費
は
、申
請
に
よ
り

払
い
戻
し
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。な

お
、詳
し
い
申
請
方
法

に
つ
き
ま
し
て
は
、外

来
ま
た
は
病
棟
の
事

務
職
員
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ン
ト
留
置
に
か
か
る
費
用

画像提供：日本メドトロニック株式会社

科
外
成
形

科
急
救

査
検
床
臨

理
病

科
酔
麻

科
線
射
放

科
外
経
神
脳

科
器
尿
泌

科
喉
咽
鼻
耳

科
眼

科
人
婦
産

科
外
形
整

科
外

科
神
精

科
膚
皮

科
児
小

縦串の視点

横串の視点（包括的総合アプローチ）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
受
付
を

※
会
計
時
に
は
診
察
券
が
必
要
で
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
と
あ
わ
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
利
用

　

を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
診
察

　

券
で
受
付
い
た
だ
け
ま
す
。マイナンバーカードでの受付方法

①再来受付機にマイナンバーカードを置く

②画面の案内に従って受付を行う

③受付票を受け取り、診療科へ向かう

分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

術式

副鼻腔自然
孔開窓術

副鼻腔
単洞手術

選択的
（複数洞）
副鼻腔手術

汎副鼻腔
手術

拡大副鼻腔
手術

内容

副鼻腔と鼻腔をつなぐ
穴を広げる

1つの副鼻腔を手術する

2～ 3つの副鼻腔を
手術する

すべて（4つ）の副鼻腔を
手術する

左右の副鼻腔をつなげたり、
頭蓋底や眼窩と同時に
副鼻腔を手術する
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「
生
活
習
慣
病
」、あ
な
た
は
大
丈
夫
？

　

今
回
は
日
々
の
身
体
的
・
精
神
的
行
動
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
現
れ
る
「
体
か
ら
の
サ
イ
ン
」
に

重
点
を
お
い
た
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

　

加
齢
と
と
も
に
、
基
礎
代
謝(

生
命
維
持
に
必

要
最
低
限
な
エ
ネ
ル
ギ
ー)

は
徐
々
に
低
下
し
ま

す
。食
習
慣
を
変
え
ず
に
運
動
量
が
不
足
す
る
と
、

摂
取
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
上
回
り
、
体
重
が
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

肥
満
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要

因
の一つ
で
す
。対
策
の
基
本
は「
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
減
ら
す
」か「
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
」こ

　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
お
よ
び
相
談
員
の
質
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、
利
用
満
足
度
調
査
を
実
施
い
た

し
ま
す
。
対
象
は
当
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
で
、
８
月
か
ら
10
月
ま
で

の
期
間
実
施
い
た
し
ま
す
。
今
回
の
調
査
で

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
感

想
を
、
今
後
の
相
談
支
援
の
充
実
や
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

と
で
す
が
、過
度
な
食
事
制
限
は
本
能
的
な
食
欲

に
逆
ら
う
た
め
継
続
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
適

度
な
運
動
習
慣
が
重
要
で
す
。１
日
30
分
以
上

の
歩
行
を
目
安
に
、
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
な

く
続
け
ら
れ
る
方
法
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、
体
か
ら
の
サ
イ
ン
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。イ
ラ
イ
ラ
や
落
ち
込
み
・
気
力
低
下

は
う
つ
状
態
の
、
動
悸
・
息
切
れ
・
頭
痛
は
高

血
圧
、脂
質
異
常
症
の
、傷
の
治
り
が
悪
い
・
口

渇
感
は
糖
尿
病
の
サ
イ
ン
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

第3回：日常行動・体のサインチェック

リスク判定表

運動(1日30分以上、軽く汗をかく程度)の習慣がない

移動は車・バス・電車で歩く機会が少ない

階段よりエレベーター、エスカレーターを使う

すぐ疲れる。少しの移動でも動悸や息切れを感じる

頭痛や頭重感(頭が重い)を感じることが増えた

ストレスが多く、イライラや落ち込みなど感情の起伏が激しい

何をするにも気力がわかない

少しの擦り傷や虫刺されがいつまでも治らない

のどが乾きやすい

ここ数年間、健診(健康診断や人間ドック)を受けていない

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

　　　　    現在の生活習慣を継続

低リスク　  習慣改善を検討

中リスク　  習慣改善を開始

高リスク　  習慣改善を直ちに開始、あるいは受診

生活習慣病リスク判定「はい」の数

0

1～ 3

4～ 7

8～ 10

特に「はい」が８つ以上の方は生活習慣病の可能

性が高く、定期的な健診が大切です。気になる方

は当院健診センターへどうぞご相談ください。

健診科科長

吉田 誠
健診センター

 いいえはい 

　

災
害
時
、人
は
無
意
識
の
う
ち
に
特
定
の
考

え
方
や
受
け
止
め
方
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
心
の
働
き
は「
バ
イ
ア
ス
」と
呼

ば
れ
、判
断
や
行
動
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、代
表
的
な
２
つ
を
バ
イ
ア
ス
妖
怪

と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
正
常
性
バ
イ
ア
ス

　

危
険
が
近
づ
い
て
い
て
も
、「
ま
だ
大
丈
夫
」

「
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
」と
考
え
、状
況
を
楽

観
的
に
受
け
止
め
て
し
ま
う
心
の
働
き
で
す
。

不
安
を
和
ら
げ
る
一
方
で
、避
難
の
判
断
が
遅

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
同
調
性
バ
イ
ア
ス

「
ま
わ
り
の
人
と
同
じ
行
動
を
し
て
い
れ
ば
安

心
」と
感
じ
る
心
の
働
き
で
す
。

た
と
え
ば
、「
誰
も
避
難
し
て
い
な
い
か
ら
、自

分
も
避
難
し
な
く
て
い
い
だ
ろ
う
」と
判
断
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
大
し
た
こ
と
は
な
い
と

思
っ
て
し
ま
う
」「
周
囲
の
様
子
を
見
て
行
動

を
決
め
て
し
ま
う
」と
い
っ
た
気
持
ち
が
重
な

る
こ
と
で
、避
難
が
遅
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、

正
し
い
情
報
に
耳
を
傾
け
、早
め
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。備
え
と

は
、物
や
知
識
を
備
え
る
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
時
に
自
分
が
ど
の
よ
う

に
感
じ
、行
動
し
や
す
い
の
か

を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
、大
切

な
備
え
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
心
の
動
き
を

意
識
し
て
お
く
こ
と
が
、い
ざ

と
い
う
と
き
の
命
を
守
る
行

動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
る

災
害
時
の
心
理
と
行
動

第
3
回

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
満
足
度
調
査

あなたの心にもひそむ妖怪を
「惑わされるな！バイアス妖怪バス
ター」特設サイトでチェック
〈日本赤十字社ホームページ〉

キ
ョ

ロ
キ
ョ
ロ

災害時に現れ「だいじょうぶ、だい

じょうぶ」と声をかけ、安心させつつ、

大した災害ではないと思い込ませる。

キョロキョロと周囲を伺わせて、同じ

行動の人を探させる。思考放棄と逃

げ遅れに要注意。

だ
い
じ
ょー

ば
ぁ

院
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
か

ら
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。ワ
ク
チ
ン
接
種

や
感
染
に
よ
る
免
疫
の
獲
得
が
進
み
、感
染

対
策
・
治
療
法
も
確
立
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
当
院
で
は
、
院
内
で
の
マ
ス
ク
着
用

ル
ー
ル
を
令
和
8
年
５
月
よ
り
変
更
い
た

し
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
・
面
会
者
の
マ
ス
ク

着
用
に
関
し
ま
し
て
は
、原
則
的
に
自
由
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
れ
は
個
人
の
判

断
で
マ
ス
ク
を
着
け
て
も
着
け
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、次
の
場
合
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
発
熱
・
咳
・
く
し
ゃ
み
・
の
ど
の
痛
み
・

　
鼻
水
・
た
ん
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
と
判
断

さ
れ
た
方

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
流
行
期

　

ま
た
、感
染
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低
い
方

が
入
院
さ
れ
て
い
る
病
棟
で
は
マ
ス
ク
着

用
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

当
院
職
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、7
月
中
旬

よ
り
院
内
で
の
マ
ス
ク
着
用
ル
ー
ル
を
変

更
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
通
勤
時
、休

憩
時
、
会
議
中
、
移
動
中
な
ど
診
療
や
処

置
、
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
以
外
の
場
面
で

は
、マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
と
し
て

い
ま
し
た
が
、7
月
中
旬
か
ら
は
診
療
や
処

置
、患
者
さ
ん
へ
の
対
応
時
も
個
人
の
判
断

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
、
様
々
な
感
染
症
の
流
行
状
況
に

よ
っ
て
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。そ
の
際
に
は
、ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
８
年
５
月
、
１
階
総
合
案
内
の
横
に

「
持
参
薬
カ
ウ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

入
院
中
に
お
薬
を
安
全
に
使
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
患
者
さ
ん
が
入
院
時
に
お
持
ち
に

な
っ
た
お
薬
を
担
当
者
が
確
認
し
、
入
院
中
に

必
要
な
日
数
分
に
整
理
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

入
院
中
に
使
用
し
な
い
お
薬
は
患
者
さ
ん
へ

お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
持
参
薬
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
お
薬

の
重
複
や
飲
み
間
違
い
を
防
ぎ
、
安
全
で
適
切

な
薬
物
療
法
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

入
院
時
は「
持
参
薬
カ
ウ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

皆さまのご意見をお聞かせください。

ご理解とご協力をお願いいたします。 ①持参薬カウンター
　お薬とお薬手帳や説明書を提出ください

②入退院支援センター

【お薬をお持ちの方の入院時の流れ】
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